
謹啓 日頃より私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り誠にありがとうござい
ます。
この度の定例会においての一般質問では、３つの質問を致しました。
一つ目は習志野市基本計画について。
二つ目は教育行政について。
三つ目は健康施策について。

習志野市におけるキャッシュレス決済の導入状況、小中学校における適正規模、適正配
置の早期策定、口腔ケアの更なる推進を要望いたしました。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白
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今こそ
若い力で
新しい習志野。

ご挨拶

Q：本市のキャッシュレス決済の導入について伺う。

A：市民サービス向上の手法として住民票等の証明書発行手数料など窓口業
務におけるキャッシュレス化に向けて検討作業を進めている。

要望：キャッシュレス化は市民の利便性の向上、行政の効率化、働き方改革に大
きく寄与するだけではなく、有事の際にもキャッシュレス決済は利便性が高いと言わ
れている。
また、増加傾向にある外国人居住者、訪日観光客にも資する未来を見据えた事業
である。
自治体ポイントの活用も含めて検討を要望。

キャッシュレス決済の導入について
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2015年国勢調査では、前回（2010
年）から人口増加率で全国7位、人口
増加数でも全国15位にランクインして
いる戸田市。
・戸田型PBL（プロジェ クト型学習）の
導入
・PEERカリキュラムを中心とした産
官学民との連携による新たな学び
の推進
・多様性理解を促すセサミストリート
・カ リキュラムなど 「世界で活躍でき
る人間」の育成を目指しています。
習志野市でも見習うべきところは
多々あると考えます。

Ｑ：市内には200名規模の学校と1000名を超える学校が存在して

いるが、市としての適正規模・適正配置を定めるべきではないの
か。

Ａ：策定時期については定まっていないが、教育の更なる充実を
目的として、学校の適正規模・適正配置について進めていく。

要望：習志野市でも小規模特認校を認定し、市内から幅広く児童
が通学出来る様にしているが、その制度を利用している児童は０
の年度もある。埼玉県戸田市では、民間企業と連携し、各学校に
多種多様な特色づくりに励み、教育による人口増加を実現してい
る。教育の機会均等や子ども達の学習環境を鑑み、早期の策定
を要望するとともに、家庭教育支援の充実を。

法令上、学校規模の標準は小中学
校ともに「１２学級以上１８学級以下」
が標準とされていますが、「特別な事
情があるときはこの限りではない」と、
弾力的なものである一方で、文部科
学省の手引きの中では、小学校は１
２学級、中学校では９学級以上が望
ましいとされております。

習志野市の小学校を見ると、最小で
１１学級、最大で３０学級を超える学
校が存在します。
習志野市としても、教育の機会均等
や学習環境のために、早急に市とし
ての適正規模・適正配置を策定すべ
きです。

適正規模・適正配置

埼玉県戸田市の教育改革
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習志野市の健康施策について

市政報告会

Ｑ：成人歯科健診未受診者勧奨実施後の検証について伺う。

Ａ：成人歯科健診未受診者勧奨を実施した結果、1.9％から5％ま

で受診率は向上し、効果が認められた。今後も継続して実施して
いく予定である。

要望：口の健康を保つ事は健康寿命の延伸や医療費削減、QOL

の向上に寄与する。成人歯科健診だけではなく、お口の安心健康
チェックにも未受診者勧奨を広げ、受診率の向上を目指す様要望
する。

また、習志野市は具体的な目標数値を定めていない。どの程度
目標を定めるかによって手法も違ってくる。
本市も目標を定めて、更なる充実を図っていただきたい。

教育行政について


